
◆シートは①～⑤まであります。1症例ずつそれぞれのシートにご記入ください。

＊　事例報告の主題を明確にしてください。

＊　各事例報告の主題は異なった内容で作成してください。

＊　匿名性の担保等、倫理的配慮がなされているか、ご確認ください。

＊　空欄がないよう記入してください。

     特記すべき事項がない場合は「記載事項なし」、 不明の場合は「不明」とご記入ください。

＊　作成時の主なポイントは下記をご確認ください。

記入日： 　　　　年　　　　月　　　　日

報告者氏名：　 保有資格： 担当部署：

主題

指導例報告［記入のポイント］

プロフィール
(患者背景）

①性別：　　②年齢：　　③家族構成：　　④職業：

⑤特記事項：

支援の場面（該当しないものを消去）：入院患者・外来患者・在宅・特定保健指導・その他（　　　　　　　　　　　　）

既往歴
現病歴

治療状況

相談内容、
処方箋・診療情報・
介護状況などからみ

た課題

生活習慣・環境に関
わる特記事項

評価、考察、
課題等

薬学的見地からの
指導内容（期間・課

題・計画）

主なエピソード（臨床
経過と関わり）

（事例の経過と指導計画に対する遂行状況、新たな課題と取り組み　など）

他職との連携

①～⑤は例です。療養指導を計画す

る上で必要な患者自身もしくは家族の

情報を記載してください。

高血圧・循環器病予防のための一般的目標だけでなく、報告症例に特有の課題を記載してく

ださい。

実践した療養指導の結果、患者

の状態がどのように変化したか

（あるいはしなかったか）を具体

的に記載してください。グラフも

しくは表をつけてください。グラフ

は各自作成した画像や手書きの

グラフでも構いません。
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初診 XX年XX月XX日 XX年XX月XX日 XX年XX月XX日

体重(kg) 収縮期血圧（ｍｍHg) 拡張期血圧（ｍｍHg)

mmHg Kg ※このグラフはサンプル

です

※グラフを作成する際に

は、縦軸と横軸が何を指

しているか、各項目の数

値を明確にしてください。

＊申請者が行った療養指導の効果に関して、「検査値の推移」に記載された患者の状態の変化に基づき、

評価、考察を記入してください。

＊考察により導かれた（申請者の療養指導における、もしくは患者の今後の療養指導上の）課題について、

明瞭且つ簡潔に記載してください。

＊およそ300-800字程度にまとめてください。字数を記載してください。

報告者が支援に関わった期間について、可能な範囲で記載してください。

指導内容は個別の課題に即した内容で記載してください。

療養指導に必要な情報をわかる範囲で記載してください。

高血圧・糖尿病・脂質異常症・高尿酸血症・肝機能異常・慢性腎臓病などの生活習慣病の病歴と治療状況

を記載してください。その他の疾患についても必要に応じて記載して下さい。

治療を中断している場合はその旨も記載してください。

病棟 、 外来、栄養指導室、など。病
棟・外来であれば診療科を記載


